
第８号 医療法人 起生会 林内科胃腸科病院 平成３０年７月１４日

Heartful & Healing Hospital ～ハートフル アンド ヒーリング ホスピタルとして～

私たちは常に優しさと思いやりの心をもち、良質で信頼される医療の実践により
心から癒される病院であることを目指します。念

理
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認知症の方が小規模な生活の場で、食事の支

度や掃除、洗濯などを職員が利用者と共同で

行い、一日中家庭的で落ち着いた雰囲気の中

で生活する場です。

<対象>

要支援２以上で、

認知症がある方。

<入居月額>

約１１万～

※介護度や部屋代に

よって異なります。

蒸し暑い日が続いていますが、例年熱中症で病院に運ばれる人が増えています。熱中症は、気温が高い

などの環境下で、体温調節の機能がうまく働かず、体内に熱がこもってしまうことで起こり、温度だけで

なく湿度も影響します。

★熱中症対策のポイント
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当院の関連施設をご紹介！入居相談受付中です！

グループホームハートフル林
鹿児島市西田3-15-5（２・４階）

TEL：０９９－２５７－６９７７
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見学お待ちしてます！

気軽にお電話下さい★

生活支援等のサービスが付いた高齢者向けの

居住施設です。介護が必要となった場合、入

居者自身の選択により地域の介護サービスを

利用しながら生活することが可能です。

<対象>

65歳以上で介護認定

を受けている方。

<入居月額>

約１６万～

※介護度や部屋代に

よって異なります。

１．暑さを避ける

屋外では、日傘をさしたり帽子をかぶって下さい。屋内では、扇風機やエアコンを適切

(設定温度28度以下、湿度60％以下)に使ったり、すだれやカーテンで直射日光を防いだり

して暑さを避けましょう。

２．服を工夫する

汗を吸収してくれる吸収性に優れた素材の服や下着を着ましょう。

３．水分、塩分補給

水分だけでなく塩分を補給することで、症状の改善が期待できます。

●事前の水分補給が重要です。(出掛ける前に約500mlのスポーツドリンクの補給)

●塩分の補給には、塩分を含む飴・タブレット・梅干し

●自分で手軽に作れる食塩水(１ℓの水＋１～２ｇの食塩)

また、長時間のスポーツ等で失われた糖分を補い、エネルギーを補給するために砂糖などを加え

ると水分や塩分の吸収が良くなる上に、疲労回復に繋がるのでより効果的です。手早く塩分・糖

分を一緒に補給できるスポーツドリンクによる水分補給はお薦めしますが、カフェインの入った

飲み物は利尿作用が強くなるので避けましょう。

★熱中症がみられる際の処置
●意識がはっきりしている場合

涼しい日陰や屋内で適切な水分・塩分補給を行い安静にする。

●意識がはっきりしない場合

大至急、病院を受診しましょう。 （外来看護師 大山 さおり）

「福祉フェスタinはらら」に参加して来ました＾０＾

フェスタそのものは昨年に引き続き2回目の開催でしたが、会社での参

加は初めて！！

５０以上のブースが原良小学校の体育館や教室を使って、地域の皆様と

触れ合う時間を工夫していました。

今年は、地域密着型通所介護のデイサービスひびきスタッフを中心にヘ

ルパーステーション・居宅介護支援事業所のスタッフと共にブースを展開。

簡易マッサージ機やサイクリングマシン・フットマッサージ等の体験、脳

活性グッズの体験など、子供から大人まで楽しんでいただきました。

また他のブースの体験なども通して、日頃の職場では味わえない楽しみ

の時間も過ごしてきました。

今後も地域での行事などを通して、皆様のご支援の窓口となれるようス

タッフ一同精進して参ります。 （管理部主任 渡辺 健太郎）
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現
在
、
誤
嚥
性
肺
炎
や
慢
性
閉
塞

性
肺
疾
患
の
患
者
様
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
当
院
で
も
呼
吸
器
疾
患
を
有

す
る
患
者
様
、
利
用
者
様
は
増
え
て

お
り
、
呼
吸
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
達

が
参
加
し
た
講
習
会
の
内
容
と
し
て

は
、
呼
吸
の
解
剖
・
生
理
、
ア
セ
ス

メ
ン
ト
（
課
題
の
抽
出
や
評
価
）
な

ど
で
し
た
。
状
態
に
合
わ
せ
た
対
処

法
な
ど
、
当
院
で
も
生
か
せ
る
も
の

が
多
く
あ
り
ま
し
た
の
で
、
伝
達
講

習
を
計
画
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
院
内
ス
タ
ッ
フ
の
「
呼

吸
」
に
つ
い
て
の
知
識
の
習
得
を
目

標
に
、
誤
嚥
性
肺
炎
・
慢
性
閉
塞
性

肺
疾
患
・
神
経
難
病
の
呼
吸
の
特
徴
、

離
床
が
呼
吸
に
及
ぼ
す
影
響
、
呼
吸

リ
ハ
ビ
リ
の
重
要
性
と
内
容
・
エ
ビ

デ
ン
ス
（
根
拠
）
等
に
つ
い
て
伝
達

を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
呼
吸
に

対
し
て
知
識
を
つ
け
る
こ
と
で
、
呼

吸
リ
ハ
ビ
リ
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
、
実
践
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

防
災
訓
練
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

部
署
紹
介

事務部

地域医療連携室

●
業
務
の
内
容
に
つ
い
て

事
務
部
に
は
総
務
課
と
医
事
課
が
あ
り
ま

す
。
患
者
さ
ま
応
対
・
会
計
業
務
の
他
、
院

内
の
環
境
設
備
の
管
理
や
経
理
、
そ
の
他
の

事
務
処
理
な
ど
、
病
院
全
体
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

●
部
署
を
漢
字
一
文
字
で
表
す
と
？

事
務
部
を
漢
字
一
文
字
で
表
す
と
【
笑
】

で
す
。
来
院
さ
れ
る
方
々
の
応
対
や
電
話
で

の
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
で
最
初
に
接
す
る
の

が
、
事
務
部
職
員
で
す
。
病
院
に
関
わ
る

方
々
が
安
心
で
き
る
よ
う
、
笑
顔
で
思
い
や

り
の
あ
る
応
対
を
日
々
心
が
け
て
い
ま
す
。

●
部
署
自
慢
を
ど
う
ぞ
！

こ
う
見
え
て…

が
あ
り
ま
す
！

●
部
署
代
表
か
ら
一
言

漢
字
一
文
字
に
も
あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち

の
部
署
は
笑
顔
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
の
経
験
で
す
が
、
最
初
に
会
う
受

付
の
人
が
明
る
い
と
そ
の
会
社
全
体
が
明
る

い
印
象
を
受
け
ま
す
。
我
々
受
付
・
事
務
も

笑
顔
を
意
識
し
て
病
院
全
体
を
明
る
く
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
病
院
は
医
師
や

看
護
師
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
な
ど
多
く
の
職
種
の

人
が
集
ま
っ
て
い
る
集
団
。
事
務
部
は
そ
の

中
で
潤
滑
油
的
な
役
割
も
も
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
多
部
署
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
笑
顔
で

繋
ぎ
、
こ
れ
か
ら
も
病
院
全
体
を
明
る
く
し

て
い
き
ま
す
。
（
事
務
長

花
田

博
実
）

笑

繋

漢字１文字で表すと…

漢字１文字で表すと…

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
課
に
よ
る
伝
達
講
習

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
課

理
学
療
法
士

東
福

省
吾

言
語
聴
覚
士

中
野

叶
子

★スタッフ★

室長 福岡忠博 (医師)

主任 笠木梢 (相談員)

大山さおり(看護師)

尾﨑富士子(相談員)

山野麻衣 (相談員)

★受付時間★

月曜日～土曜日

（日・祝日は除く）

８：３０～１７：００

お気軽にご相談下さい♪

「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
と
後
悔
し
な
い
た
め
の

回
復
期
・
在
宅
呼
吸
ア
セ
ス
メ
ン
ト

鹿
児
島
市
消
防
局
と
セ
コ
ム
株
式
会
社

の
協
力
の
も
と
、
午
後
10
時
に
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
６
の
地
震
が
発
生
し
、
そ
の
後

院
内
で
の
出
火
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
６
月
18
日
午
前
７
時
58
分
に
大

阪
北
部
で
震
度
６
弱
の
地
震
の
ニ
ュ
ー
ス

が
流
れ
、
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

夜
間
帯
の
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
は
初

め
て
で
「
地
震
発
生
」
の
掛
け
声
の
も
と
、

職
員
自
身
の
安
全
確
保
、
そ
の
後
患
者
さ

ん
の
安
否
確
認
、
院
内
で
火
災
が
発
生
し

警
報
音
の
中
、
患
者
搬
送
を
行
う
な
ど
の

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
訓
練
を
通
じ
て

色
々
な
問
題
点
を
見
出
す
事
が
で
き
、
ま

た
地
震
発
生
時
に
訓
練
と
同
様
の
避
難
が

出
来
る
か
不
安
も
感
じ
ま
し
た
。

地
震
は
ど
こ
で
も
起
こ
る
事
を
想
定
し

て
、
こ
の
よ
う
な
不
安
を
払
拭
す
る
た
め

に
も
日
頃
の
訓
練
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。

●
業
務
の
内
容
に
つ
い
て

療
養
生
活
・
ご
自
宅
で
の
生
活
で
生
じ
る
様
々
な

心
配
事
に
つ
い
て
、
患
者
様
や
ご
家
族
と
一
緒
に
考

え
な
が
ら
解
決
へ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
病
院
や
介
護
事
業
所
と
も
密
に
連
携
を

図
っ
て
い
ま
す
。

●
部
署
を
漢
字
一
文
字
で
表
す
と
？

【
繋
】
（
つ
な
ぐ
）
で
す
か
ね
。
私
た
ち
は

「
人
」
と
「
人
」
、
「
人
」
と
「
地
域
」
、
「
医

療
」
と
「
介
護
」
を
繋
い
で
、
患
者
様
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
部
署
自
慢
を
ど
う
ぞ
！

上
の
写
真
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
室
長
を
始
め

「
笑
顔
」
の
絶
え
な
い
部
署
で
す
♪
明
る
く
、
前
向

き
な
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
こ
と
が
自
慢
で
す
！

●
部
署
代
表
か
ら
一
言

当
院
の
地
域
医
療
連
携
室
は
、
患
者
様
や
ご
家
族

の
希
望
に
沿
い
、
他
の
医
療
機
関
と
も
相
談
し
な
が

ら
自
宅
や
施
設
入
所
・
訪
問
診
療
な
ど
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も

ご
相
談
下
さ
い
。

（
室
長

福
岡

忠
博
）


